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 【はじめに】  
障害者の就労支援が進む昨今 ,精神科デイケアにおいても症状が安定した利用者が就
労を望むことは多く ,スムーズな就労支援体制が求められている .しかしながら一方で ,
過去に就労の失敗経験を持つ者や若年発症のため就労経験のない者にとっては不安が
多く ,デイケアで行われる就労支援のプログラムに参加した後もなかなか就労へのス
テップアップが踏み切れずにいる者は少なくない .そこで今回 ,そのような就労への不安
の強い利用者に対し ,どのような就労支援が必要であるかを明らかにすることを目的に ,
質問紙調査および個別のインタビューによる予備的調査を行った . 
【方法】精神科病院のデイケアにおいて就労希望のある利用者に対し,研究の目的・実
施方法を説明し,同意を得られた者を対象とした.就労に対する不安を把握するために,
自記記入式質問紙の「就労準備チェックリスト」,「一般性セルフ・エフィカシー尺度
（以下 GSES）,「作業遂行機能チェック表」を実施した. 
尚,本研究の実施および学会発表について聖隷クリストファー大学倫理委員会の承認
を得ており,またデイケア責任者および参加者にも同意を得ている. 
【結果】 
今回の研究に同意の得られた参加者は 20 代から 50 代までの 12 名であった.就労準備
チェックリストは「自信がある（1 点）」～「自信がない（3 点）」の 3 段階で回答する
ものであるが,結果,平均 2 点以上の自信が低い傾向にあった項目には「調子が悪かった
時には適切に対処できる」,「日中は起きて活動している」,「適切な速さで一定の仕事
量をこなすことができる」,「家族や医師,専門家以外に相談する相手がいる」であった.
その他「自信がない」と答えたものが 4 人以上いた項目に「自分の要求を伝えられる」,
「自分のしたい仕事や出来る仕事を知っている」,「相手の質問に答えることができる」,
「欠勤遅刻せずに継続勤務ができる」,「1 週間に数日以上の仕事をする自信がある」で
あった.GSES の結果では平均点 5.4 点と一般成人（9～11 点）と比較し低い傾向であり,
全般的に自己効力感の低さが認められた.作業遂行機能チェック表について「出来る（４
点）～出来ない（1 点）」の 4 段階で答えるものであったが,「自分の意見を述べること
ができる」「みんなで役割を分担し，上手く協力できる」,「器用に手先を使用できる」
が平均点 2.5 点以下であった. 
【考察】 
今回の結果より,就労へのステップアップが出来ない者は多くの不安を抱えているこ
とが明らかとなった.特に「全般的な自己への自信の低さ」,「調子が悪くなった時や再
発への恐れ」,「体力・持久力・継続力の低さ」,「対人関係・コミュニケーションの問
題」,「自己の作業能力についての不安」が多く挙がった.これらの不安に対し支援者は,
利用者自身が何か特技や長所を見つけ自信を取り戻せる機会の提供,再発防止のための
心理教育等の支援,対人関係能力の向上のための支援等が今後必要であると考える. 
 
 
